





































『夢十夜』は文豪夏目漱石の小説で、1908 年（明治 41 年）7月 25 日か
















































































































































































































































































































































































































































































芥川龍之介は 1919 年（大正 8年）「蜜柑」を雑誌『新潮』に発表した。
















































































































































































































































































































































松本清張の『 砂の器』 は中国でもよく知られた小説の一つである。 1970 年
代末から 80 年代にかけて起こった推理小説の翻訳ブームで中国に翻訳紹介さ
れて以降、 長らく読まれている作品である。 したがって、 日本のみならず、 中





















































































































































































































































































８）藤井康栄「仕事の現場から	（特集 =松本清張の思想）」『現代思想 33』第 3号、
2005 年、90-93 頁。
９）中丸宣明「『砂の器』考	：	社会派推理小説のレトリック、もしくは新聞小説、
その読みの作法について」『松本清張研究』第 16 号、2015 年、74-89 頁。
10）大津忠彦「松本清張初期作品における地域描写の一特色とその後景」『筑紫女
学園大学・筑紫女学園大学短期大学部紀要』第 8号、2013 年、101-112 頁。
11）張秀英「『砂器』的芸術特色——浅析松本清張的推理世界」『黑龙江科技信息』












は多いが、 短編小説『 ねむり』 をテーマにしたものは少ない。 外国人の若者
にとってわかりやすい作品ではないからだろう。 この論文は主人公の ｢ 自我意













この小説は『眠り』というタイトルで 1989 年に『文學界』11 月号に初
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